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四日市市障害者体育センター 広報紙

こんにちは。四日市市障害者体育センターです。皆様いかがお過ごしでしょうか。さて、今月の体育センター通信は、障碍者ITカレッジ四日市様特集を組みたい、と存じます。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

バスケットボールは、只今休止中です。
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活 団動 体 紹介コーナー

No.25

四日市市内で活動されている団体を
ご紹介します。

●団体、施設の詳しい活動内容

●最近のトピック

障碍者ITカレッジ四日市〒510-0065三重県四日市市中浜田町3-28大進ビル1FTEL 059-350-1791FAX 059-350-1792HP URL：https://npo-it.org/index.html

●団体、施設紹介

インタビュー

編集後記
今月、特集させて頂いた、障碍者ITカレッジ四日市様は、髙橋がアネラ四日市様に在籍していた頃から、パソコン関連では随一の就労移行支援事業所だと認識していました。だから、このような形でご縁が生まれ、とても嬉しいです。ビルの2階に可愛い猫を飼っている生活訓練所があるところが印象的でした。(髙橋)わたし自身猫が好きで、保護猫活動を行っている方々の情報や写真を見ることがあります。猫の保護活動、そして猫と触れ合い学んでいく自立訓練のコミュニティとはとても新鮮に感じ、印象に残ります。(伊藤)

障碍者ITカレッジ四日市
● 障碍者ITカレッジ四日市様は、パソコンに特化したプログラムが有名なイメージがあります。そもそもパソコンに特化した障害当事者の就労は、どのような障害当事者の将来を考えて構築されたのでしょうか。

● これからの障害者福祉事業は、どのように変わっていかなければならないとお考えでしょうか。

障碍者ITカレッジ四日市を設立して１３年目になりました。設立当初、三重県の障害福祉サービスは就労移行支援が浸透しておらず、障害者雇用率も４７都道府県中ワースト１位で、求人職種も清掃や作業系が多くでオフィスワークは少数でした。当時、愛知県で運営していた就労支援事業所の経験から事務系やIT系の職能スキルを修得できる就労移行支援があれば、三重県でも障害者雇用が促進することが必ずできると思い、また私自身の地元が四日市市ということもあり、地域課題解決のために設立しました。

上手くいく障害者雇用の秘訣は、「職業準備性」×「職業マッチング」×「職場環境」です。「職業準備性」とは、①健康管理②日常生活管理③対人機能④基本的労働習慣⑤職能スキルです。この「職業準備性」を高めるために様々な独自のカリキュラムを組んでいます。特に職能スキルでは、イラストレーターやフォトショップ、WEBプログラミングなど専門的ITスキルが修得でき、さらに実務経験を積むことができます。「職業マッチング」に関しても職業適性や個人の強みを見出し、職場演習や職場実習を行い、ミスマッチを防ぎます。また、就職後の職場定着支援を定期的に行うことにより、長く務めることができる「職場環境」をサポートしていきます。
昨年１０月に自立訓練「にゃんゲーカフェよっかいち」をオープン！障害福祉サービスと保護猫ボランティア活動をミックスさせた、猫好きの方やゲーム好きの方にはおすすめの生活訓練のコミュニティです。これまでは、長期ひきこもりの方や生活管理・健康管理が上手くできない方が「障碍者ITカレッジ四日市」の利用を希望する場合、就労移行支援の特性上、受け入れ困難なケースがありましたが、自立訓練と就労移行支援の２段階サポートになり、より幅広い多くの利用希望者の受け入れが可能となりました。

事務系スキル（オフィス系PCスキル、事務軽作業）のほかに専門的ITスキル（グラフィックデ
ザイン、プログラミング）の修得訓練もカリキュラムにありますが、就職先がIT企業やデザイ
ン企業というわけではありません。事務系スキル＋αで専門的ITスキルを持っているとそれ以
外の就職先企業でもとても重宝されます。例えば、一般事務として働きながら、今まで味気な
かった社内報をイラストレーターでお洒落に作成できたり、HPの更新を任されたりと仕事内容
の選択肢が広がるんです。

障害者の就労支援を地域に浸透させ、社会的不利者や情報困難者を取り残さない。日頃、相談
や支援をしている中で感じることは、障害福祉サービスや福祉の支援制度について、こんなに
も知らない方がいるのかということです。制度やしくみがどれだけ用意されても、広報や周知
が疎かでは、必要としている人に届きません。このことは福祉の弱点でもあります。これから
の福祉は、積極的かつ有効的なプロモーション活動を行い、地域に浸透させることが重要であ
ると考えています。


